
 

 

審査の対象となる製品の種類と分類 

  

（１） 種 類 

① 木材防腐剤：木材の腐朽を防止するために木材に処理する薬剤 

② 木材防蟻剤：しろありによる食害から木材を保護するために、木材に処理する薬剤 

③ 木材防腐・防蟻剤：腐朽およびしろありによる食害から木材を保護するために、木材

に処理する薬剤 

④ 防蟻剤（土壌処理用等）：しろありによる食害から木造建築物を保護するために、建築

物周辺の土壌に処理する薬剤 

⑤ 木材防黴剤：辺材変色菌および表面汚染菌による変色および汚染から木材を保護する

ために、木材に処理する薬剤 

⑥ 木材防虫剤：しろありを除く木材食害虫を駆除し、食害を予防するために木材に処理

する薬剤 

⑦ 保存剤処理木質材料および非木質材料：腐朽および／または木材食害虫による食害を

予防するための薬剤を処理した木材・木質材料および非木質材料 

⑧ 非保存剤処理木質材料および非木質材料：腐朽および／または木材食害虫による食害

を予防するために、薬剤以外の手法（熱処理等）で処理した木質材料およ

び非木質材料 

⑨ その他、木材保存に関連する薬剤または材料：腐朽および／または木材食害虫による

食害を予防する性能を有する上記①～⑧以外の薬剤または材料 

 

（２） 性能項目 

① 防腐性能：木材等の腐朽を防止する性能 

② 防蟻性能：しろありによる食害から木材等を保護する性能 

③ 防黴性能：辺材変色菌および表面汚染菌による変色および汚染から木材等を保護する

性能 

④ 防虫性能：しろありを除く木材食害虫から木材等を保護する性能 

 

（３） 用途・適用範囲 

薬剤 

① 加圧処理用 

② 表面処理用 

③ 接着剤混入用 

④ 深浸潤処理用 

⑤ 土壌処理用 

⑥ ベイト工法用 

⑦ その他具体的な用途 

材料 

① 床下地面被覆用 

② モルタル下地用 

③ 住宅土台用 

④ その他具体的な用途 
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